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駅名 花言葉

北区の花 　情熱

バラ
　人が集い、ここから新しいなにかが生まれていく。そんな活気とパッションに満ちた街を情熱的
なバラにたとえました。

　幸福は必ず来る

　「売れても占い商店街」こと福島聖天通。安産などにご利益があるといわれる福島聖天なども
立ち並び、今日も幸福を求める人で賑わいます。

福島区の花 　歓迎

野田藤
　足利氏・豊臣氏と名だたる武将が愛でたという野田藤。人々を歓迎するこころは、いまも「のだ
ふじ祭り」などに形を変え、連綿と続いています。

此花区の花 　思いやり

チューリップ
　水害から民を守るためのさまざまな工夫がつくった街。ここは為政者の思いやりが築いた都で
す。街の歴史にその愛情をしのぶ場所、それが西九条です。

港区の花 　愛慕

向日葵
　客船ターミナルとして一世を風靡した弁天埠頭。いまも往時の面影がそこに残ります。目を閉
じれば潮風に乗って懐かしい景色が流れ出す、愛慕の情にあふれる街です。

大正区の花 　燃える思い

山つつじ
　リトル沖縄と呼ばれる大正区を歩けば、どこからかエイサーの歌声が響いてきます。一年を通
じて燃える思いがあふれる街です。

浪速区の花 　快活

なでしこ
　古くからの太鼓の産地として栄えてきた芦原橋駅周辺。その力強く大きな響きは「快活」の象
徴。ドンドンと響く活力があなたをお待ちしています。

　結ばれる愛

　地元では「木津の大黒さん」と呼ばれ、縁結びの神様として親しまれている大黒様と大国主命
に見守られている愛に溢れた街、それが今宮です。

西成区の花 　思い、柔軟な精神

ハギ
　今宮戎神社の「えべっさん」のように、老若男女の数え切れない思いを受け止めてくれる、懐の
深いエリアです。

阿倍野区の花 　心の安らぎ

ペチュニア
  聖徳太子により建立された日本最古の官寺、四天王寺やそれにつながる寺町。歩くだけで心
が安らいでくる、そんな不思議な空間が広がります。

　あなたを癒す

　わが国初の登録有形文化財に登録された銭湯をはじめ、昔ながらの銭湯が訪れる人を癒して
くれる寺田町。人々の憩いと癒しのスポットへようこそ。

天王寺区の花 　チャーミング

桃の花
　このエリアは、多くの商店街がひしめきあう、まさに商店街の街。いつだってお愛想と笑顔は忘
れない、愛嬌と人情が飛び交うこの街は、チャーミングなパワーにあふれています。

生野区の花 　家族団らん

アジサイ
　時に異国情緒も感じるこの街は、笑顔と活力にあふれています。家族みんなが笑顔になれる
この場所には、「家族団らん」の花言葉を持つアジサイが似合います。

　神聖

　農業の神を祀る玉造稲荷神社を擁する玉造。豊かな実りと神聖な力に満ちた場所です。

中央区・東成区の花 　心の平和

パンジー
　かつては浪速森と呼ばれる広大な森が広がっていた森ノ宮。街へと変貌を遂げたいまも、ここ
には心の平和へ通じる道が残っています。

　夢

　大阪市民が親しみをこめて「太閤さん」とよぶ豊臣秀吉が、馬印として使っていたのが瓢箪で
す。この場所から、秀吉の夢に思いを馳せてみませんか。

城東区の花 　調和

コスモス
　昼はビジネスマンで活気があふれ、夜は癒しを求める人が集う場所。オンとオフのバランスが
とれた京橋は、「調和」を花言葉に持つコスモスがぴったりです。

都島区の花 　精神美

桜
　桜の名所を多く擁するこの地を表すには、桜がぴったりです。日本人の美意識に深く根ざし、
愛され続ける桜がお待ちしています。

　気品

　天神祭とともに「天満の天神さん」として親しまれる「大阪天満宮」。その祭神である菅原道真
公が愛した、気品あふれる梅の花をシンボルとしました。
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